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広報うおづ (2)平成 2年 5月

N.HK連続テレビ小説

J 
第2固魚津ロケ行われ3
第9週(5月28日-6月2日)放映予定
第2回目の魚津市で、のロケーションが4月22日・ 23日

の両日多くの市民が見守る中、たてもん祭りの風景を中

心に、撮影が行われました。

a
 

ー
す
て
き
な
魚
津
を

一五
、
乙
i

之、べ

l
l

r々
l

、
〆
寸
J
t
-
w

4
月
2
日
か
ら
始
ま
り
、
早
や
一

か
月
が
過
ぎ
た
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
凍
濠
と
」
。

一
月
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
撮
影
さ

れ
た
場
面
は
、

4
月
中
に
放
映
さ
れ
、

市
民
の
毎
朝
の
話
題
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ド
ラ
マ
の
展
開
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
市
民
の
声
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

ま
た
、
放
映
開
始
に
先
立
ち
N
H

K
展
示
プ
ラ
ザ

・
N
H
K
ぎ
や
ら
り

|
(
東
京
都
)
で

4
濠
濠
と
」
ふ
る
さ

と
展
。
を
3
月
白
日
か
ら

4
月
ロ
日

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
中
、
清
河
七
良

市
長
ら
が
魚
津
市
の
観
光
や
物
産
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

民此此北此此山北此此此此北地此此山A此此位向~泣観ています応援しています

四
月
に
入
っ
て
楽
し
み
が
一
つ
増

え
ま
し
た
。
あ
の
寒
い
中
で
間
近
に

見
た
撮
影
風
景
が
テ
レ
ビ
に
映
る
こ

と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

一
コ
マ
一
コ
マ
が
、
す
ば
ら
し
い

ド
ラ
マ
に
変
っ
て
行
く
「
凄
凄
と
」

に
は
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
の
努
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
凄
凄
と
」
を
き
っ
か
け
に
一

人
で

も
多
く
の
方
に
魚
津
市
を
知
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。武田邦;告さん

(諏訪町・)

当
諏
訪
神
社
ロ
ケ
が
行
な
わ
れ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
毎
回
親
し
み
深
く

見
て
い
ま
す
。
大
正
時
代
を
背
景
に

目
的
や
生
き
方
が
異
な
っ
た
若
者
が

失
敗
を
繰
返
し
な
が
ら
も
凄
と
リ
リ

し
く
成
長
し
て
行
く
青
春
ド
ラ
マ
と

い
う
事
で
す
が
、
魚
津
市
と
い
え
ば

H

曇
気
楼
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、新
鮮
な
魚
。

紹
介
方
、
是
非
放
映
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

んAC
 

況

劇

ヨ

ィ

谷大

俳
優
の
皆
さ
ん
の
「
魚
津
弁
」
も

板
に
つ
い
て
い
て
、
楽
し
く
聞
い
て

い
ま
す
。
短

い
時
間
で
し
た
が
、
我

が
寺
の
釣
鐘
堂
や
釣
鐘
の
音
、
天
神

山
な
ど
が
放
映
さ
れ
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
か
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

金治さゆりさん(右)
(新角川)

波岡由起美さん
(鹿熊)

仕
事
の
関
係
で
あ
ま
り
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
も
大
変

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
野
村
宏
伸

さ
ん
、
神
田
正
輝
さ
ん
が
出
演
し
て

お
り
画
面
に
登
場
す
る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。
畠
山
幸
吉
役
の
田

中
実
さ
ん
も
す
て
き
な
方
な
の
で
、

私
た
ち
も
力
が
入
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
が
ん
ば

っ
て
良
い

ド
ラ
マ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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企物産展会場

大
勢
の
方
が
訪
れ
ま
し
た

郷土館企画展
発明の人

川原田政太郎展
・期間

5月8日(刈-9月30日(日)
(期間中無休)

-会場

吉田記念市立郷土館

.展示物

発明品、写真、書、書簡など

ハハ
魚
津
の
三
太
郎
博
士
紹
介
ハ

魚
津
市
に
は
、
テ
レ
ビ
小
説
「
凄
川
原
田
政
太
郎
博
士
は
、
明
治
お

凍
と
」
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
川
原
田

年
本
江
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
魚
津
尋

政
太
郎
博
士
の
他
、

宇
田
新
太
郎

常
高
等
小
学
校
(
現
大
町
小
)
を
卒
業

盛
永
俊
太
郎
と
い
う

3
人
の
博
士
が
後
、
魚
津
町
の
医
院
の
薬
局
見
習
い

い
ま
す
。
今
回
か
ら
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
と
し
て
働
き
な
が
ら
独
学
し
て
、
明

魚
津
の
三
太
郎
博
士
を
紹
介
し
ま
す
。

治

ω年
に
上
京
。
学
資
を
得
る
た
め

働
き
な
が
ら
郁
文
館
中
学
、
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業

さ
れ
た
。
大
正
日
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
工
科
大
学
(
イ
ギ
リ
ス
)
、
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
大
学
(
フ
ラ
ン
ス
)
な
ど
に
留
学

し
、
帰
国
後
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
に

取
組
み
、
昭
和

5
年
世
界
で
初
め
て

テ
レ
ビ
公
開
実
験
に
成
功
し
ま
し
た
。

博
士
は
、
そ
の
後
砂
利
釦
現
象
の
応

用
研
究
を
進
め
、
電
気
振
動
装
置

・

磁
歪
電
気
時
計

・
磁
歪
振
装
置
な
ど

を
発
明
さ
れ
た
。
ま
た
戦
後
の
食
糧

難
時
代
に
サ
ツ
マ
イ
モ
・め
保
存
方
法

も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

、
‘、核

可ぽミぽτ~τぽ可ぽõ;l

①
川
原
田
政
太
郎

(
一
八
九

O
i
一
九
八
三

-
魚
津
市
名
誉
市
民
第
一
号
(
昭
和
必
年
)

.
工
学
博
士

・
早
稲
田
大
学
・名
誉
教
授

.
テ
レ
ビ
発
明
の
先
覚
者
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西
暦
2
0
0
0年
(
平
成
児
年
)
に
富
山
県
で
第
町
田
国
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
印
世
紀
最
後
の
大
会
と
な
る
富
山
国

体
は
、
「
県
民
総
参
加
に
よ
っ
て
引
世
記
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い

魅
力
あ
る
国
体
を
め
ざ
そ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
に
お
い
て
も
国
体
開
催
の
意
識
も
高
ま
り
、
競
技
会
場

地
の
誘
致
に
対
し
て
積
極
的
に
動
き
だ
し
ま
し
た
。

国
民
体
育
大
会
は
、
都
道
府
県
を

代
表
す
る
選
手
が
、
日
頃
鍛
え
た
力

と
技
を
競
う
日
本
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
間
も
な
い
昭

和
幻
年
に
。
広
く
国
民
の
間
に
ス
ポ

ー
ツ
を
普
及
し
、
健
康
増
進
と
体
力

の
向
上
を
図
り
、
敗
戦
で
沈
み
き
っ

て
い
た
国
民
に
将
来
へ
の
希
望
を
抱

か
せ
る
。
こ
と
を
目
的
に
京
阪
神
(
京

都
、
大
阪
、
兵
庫
、
滋
賀
、
奈
良
)

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
規
模
も
大
き
く
、
内
容

も
豊
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

第
必
回
大
会
と
な
り
福
岡
県
で
行
わ

れ
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
置
県
川
年
を
迎
え

た
昭
和
田
年
に
幻
世
紀
に
向
け
て
の

県
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
富
山
県

民
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で

。
日
本
一
の
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
県

。
日
本
一
の
花
と
緑
の
県

。
日
本
一
の
科
学

・
文
化
の
県

と
い
う
3
つ
の
日
本
一
に
挑
戦
す
る

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

西
暦
二

0
0
0年
に
富
山
県
で
開

催
さ
れ
る
「
第
日
回
国
民
体
育
大
会
」

は
、
今
世
紀
最
後
の
大
会
で
あ
る
と

い
う
記
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

だ
け
で
な
く
か
日
本
一
の
健
康

・
ス

ポ
ー
ツ
県
。
を
目
指
す
富
山
県
に
と

っ
て
は
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。

最
近
の
成
績
は
羽
位
代

国
民
体
育
大
会
は
、
都
道
府
県
対

抗
の
得
点
獲
得
競
技
で
あ
り
、
そ
の

得
点
に
よ
り
男
女
総
合
優
勝
に
は
天

皇
杯
、
女
子
総
合
優
勝
に
は
皇
后
杯

が
贈
ら
れ
ま
す
。
最
近
の
大
会
で
は

開
催
県
が
天
皇
杯
を
獲
得
し
て
い
る

ケ

l
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
富
山
県
の
成
績
は
、

第
日
回
富
山
大
会
の
叩
位
が
最
高
で
、

最
近
日
年
間
は
初
位
代
に
低
迷
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
段
階
的
に
順
位
を

上
げ
て
、
開
催
県
と
な
る
第
日
回
大

会
に
は
天
皇
杯
の
獲
得
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

富
山
県
誘
致
の

一…一一一………………………………………………………………………………一日…………………………
経

緯

国
民
体
育
大
会
の
開
催
県
の
選
定

は
、
全
国
を
東

・
中

・
西
地
域
に
分

け
、
さ
ら
に
各
地
域
を
3
ブ

ロ
ッ
ク

に
分
け
た
計
9
ブ
ロ

ッ
ク
で
の
持
ち

回
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地域 フーロック 都 道 府 県 名

北海道 北海道

東 東北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

関東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨

北信越 新潟、長野、 富山、石川、福井

中 東海 静岡、愛知、二重、岐阜

近畿 滋賀、尽都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口

西 四国 香川、徳島、愛媛、高知

九州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

事 項

尉)富山県体育協会で、第55回国民体育大会の誘致を決議。

同一ブロック(中ブロック)の各府県から、第55回国民体育大会夏季 ・秋季

大会の富山県開催について同意を得る。

文部省・樹)日本体育協会に対し、樹)富山県体育協会長・知事・県教育委員会の

連名で、第55回国民体育大会夏季・秋季大会の誘致に関する要望書を提出。

文部省 ・樹)日本体育協会 ・全国各都道府県等に対し、第55回国民体育大会

富山県誘致について協力を要請。

側)日本体育協会において第55回国民体育大会の開催申請順序が承認される。

60・8・23

60・10-

60・1

61・1・21

年月日
西
暦
二

0
0
0年
の
第
応
回
国
民

体
育
大
会
が
中
部
地
域
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
富
山
県
は
他
県
よ
り

62・9

63・3・9



早
く
か
ら
文
部
省
、
側
日
本
体
育
協

会
へ
誘
致
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
臼
年

3
月

9
日
、
制
日
本
体

育
協
会
理
事
会
で
開
催
申
請
順
序
が

承
認
さ
れ
、
事
実
上
開
催
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

(平

魚
津
市
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ラ
グ
ビ
ー
・
野
球
を

競
技
会
湯
弛

……

の
…選
定

平成2年 5月

各
競
技
の
会
場
地
の
選
定
は
、
大

会
の
成
否
を
左
右
す
る
た
め
、
「
第

日
回
国
民
体
育
大
会
富
山
県
準
備
委

員
会
」
で
は
慎
重
に
選
定
作
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

会
場
地
は
、
県
内
に
分
散
さ
れ
る

た
め
、
市
町
村
は
誘
致
に
際
し
「
施

設
の
整
備
、
改
修
」
「
運
営
組
識
の

強
化
」
「
宿
泊
、
交
通
等
の
関
連
施

設
の
整
備
」
を
行
な
い
、
国
体
施
設

基
準
や
開
催
方
針
な
ど
の
開
催
基
準

を
満
た
す
よ
、
つ
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

富
山
県
準
備
委
員
会
で
は
、
会
場

地
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
①
平
成

2
年

7
1
9
月
市
町
村
希
望
調
査

②
平
成

3
年

6
月

第

一

次

選

定

③

平
成

4
年

第

二

次

選

定

④

平

成

7

年
最
終
決
定
と
い
っ
た
手
順
を
と
る

と
発
表
し
て
い
ま
す
。

広報うおづ(5) 

誘
致浦一九一一
明
種
召
の
決
定

魚
津
市
で
は
、
誘
致
申
請
種
目
を

決
め
る
た
め
、
平
成
元
年

7
月

3
日

に
「
第
日
回
国
民
体
育
大
会
魚
津
市

誘
致
委
員
会
(
会
長
清
河
七
良
市
長

他
幻
名
)
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

平
成

2
年

2
月
初
日
の
第

3
回
委

員
会
で
誘
致
申
請
種
目
を
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、

野
球
の
三
種
目
に
決
定
し
ま
し
た
。

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー

第
日
回
富
山
県
国
体
(
昭
和
お
年
)

で
魚
津
市
が
会
場
地
に
な
っ
て
い
る
、

施
設
整
備
が
国
体
施
設
基
準
を
満
た

し
て
い
る
、
小

・
中
・
高
校

・
一
般

社
会
人
の
間
に
広
く
親
し
ま
れ
て
お

り
組
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と

か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

。
野
球
北
陸
で
も
有
数
の
桃
山
野
球
場
が

あ
る
こ
と
と
、
古
く
か
ら
市
民
の
野

球
熱
が
高
い
こ
と
か
ら
選
ば
れ
ま
し

た
三
種
目
誘
致
は
多
い
よ
う
に
も
思

え
ま
す
が
、
会
場
地
が
分
散
さ
れ
る

こ
と
か
ら
競
技
施
設
数
は
確
保
で
き

ま
た
、
宿
泊
施
設
に
関
し
て
も
市
内

約
叩
軒
、

2
千
人
収
容
で
3

さ
る
こ
と

か
ら
開
催
は
十
分
可
能
で
す
。

富
山
国
体
に
向
け
て

西
暦
二

0
0
0年
の
開
催
ま
で
は

ま
だ
叩
年
も
あ
り
ま
す
が
、
富
山
県

の
天
皇
杯
の
獲
得
(
総
合
優
勝
)
を

含
め
た
大
会
の
成
功
は
、
こ
の
間
の

県
内
全
市
町
村
の
取
り
組
み
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
整
備
、
運
営
組
織
の
充
実
、

選
手
強
化
な
ど
県
や
市
町
村
が
一
丸

と
な

っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
選
手
強
化
に
関
し
て
は
、
第

日
回
大
会
で
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る

選
手
が
現
在
の
小
学
生
低
学
年
と
な

る
た
め
、
育
成
に
は
長
期
的
な
計
画

を
た
て
て
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
昭
和
日
年
に
県
は
、
「
富
山
県

選
手
強
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

が
、
市
町
村
に
お
い
て
も
同
様
の
取

り
組
み
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
整
備

・
改
修
、
運

営
組
織
の
強
化
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

魚
津
市
の
誘
致
申
請
種
目
は
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
野
球
の

三
種
目
に
決
定
し
ま
し
た
。

会
場
誘
致
の
実
現
を
目
指
し
て
、

市
民
の
国
体
開
催
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
努
め
、
今
世
紀
最
後
の
国
体
が

魚
津
市
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
市
民
総

ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 平成2 年度

55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 回

富 山 熊本 神奈川 大阪 広島 福島 愛知
徳島
山形 石川 福岡 開催県

香川 。。。決定。。 内定。。。。。。 承認

中 西 東 中 西 東 中 西 東 中 西 フ*ロック



(6) 広報うおづ平成 2年 5月

着
々
と
進
む

魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業

魚
津
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭
和

ω年
度
か
ら
推
進
さ

さ
六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
は
、
平
成
6
年
度
ま
で
に
第

一
期
計
画
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
第
二
期

計
画
を
策
定
し
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
2
冬
度
の

下
水
道
事
業
計
画

平
成
元
年
度
ま
で
の
魚
津
市
公
共

下
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
第
一

期
計
画
(
面
整
備
)
日
・
6
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

引
き
続
き
実
施
す
る
平
成
2
年
度

の
下
水
道
事
業
は
、
次
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
。

1
、
終
末
処
理
場
の
建
設

ω管
理
塔
の
建
設

(平
成
2
年
ロ
月
完
成
予
定
)

ω水
処
理
棟
の
建
設

(平
成
2
年
ロ
月
完
成
予
定
)

ω汚
泥
棟
の
建
設

2
、
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
の
建
設

(
平
成
2
年
ロ
月
完
成
予
定
)

3
、
下
水
道
管
渠
の
築
造

平
成
3
年
刊
月
に
共
用
開
始
で
あ

由常

一一文

結

集

一議

鉱

山川
川
謙

一歩

水

洗

継

が

m
h
M
一一
帯

魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業
は
、
分
水
道
管
に
接
続
し
て
排
水
し
ま
す
が
、

流
式
で
あ
り
、
台
所

・
風
呂
場

・
洗
悶
水
は
接
続
さ
れ
ま
せ
ん
。

面
所

・
水
洗
便
所
か
ら
の
汚
水
は
下

a-
議

活

様

水

ば

-

選

一滞

な

紘

一

と

吋

げ

れ

五

即

日

M
U
M

公

共

一本

氷

進

一記

接

続

ル

一法

む

法

一う

一手
一
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
た
し

魚
津
市
の
公
共
下
水
道
は
、
平
成
た
は
使
用
者
は
公
共
下
水
道
使
用

一ま
す
。

3
年
叩
月
か
ら
共
用
を
開
始
し
ま
す
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

〈
部
長
級
〉

の
で
処
理
区
域
を
告
示
し
ま
す
。

(
下
水
道
法
第
叩
条
)

O

水

道

局

長

窪

田

該
当
区
域
内
の
建
物
の
所
有
者
ま

〈
次
長
級
〉

O
消
防
長
職
務
代
理
者
谷
口

宙
常

…

-3
年
以
内
桝
鉱
山

…水
洗
穣
際
機
箆
レ
な
一段
制
制
球
怒
り
ま
せ
ん
ハギ

共
用
が
開
始
さ
れ
る
と
処
理
区
域

内
の
方
は
、
く
み
取
り
便
所
な
ど
を

3
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

(下
水
道
法
第
口
条
の

3

り
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
下
水
道

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
平

成
2
年
度
に
お
い
て
、
中
部
5
号
線

(消
防
署
前
)
他
団
か
所
・(
一
万
六

千
日
の
道
路
に
下
水
道
管
を
埋
設
し

ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
魚
津
市
で
は
長

距
離
の
下
水
道
管
を
市
街
一
円
に
わ

た
り
埋
設
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
騒
音
や
交
通
の

便
な
ど
で
大
変
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
下
水
道
事

業
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ヘ本
年
ロ
月
完
成
予
定
の

J

/

水

処

理

棟

、

市
職
員
の異
動

義
雄

芳
綱

〈
課
長
級
〉

O
税

務

課

長

西

田

O
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
川
原
田
忠
秋

O
水

産

課

長

吉

崎

正

雄

O
農

林

土

木

課

長

村

崎

新

毅

O
社

会

福

祉

課

長

清

河

与

作

O
建

設

課

長

山

本

幸

平

O
都

市

計

画

課

長

大

城

良

一

o
開

発

課

長

中

西

国

博

O
会

計

課

長

広

田

紘

三

O
水
道
課
長
兼
工
務
係
長元

野

儀

二

O
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
総
務
課
長

加
藤
与
三
右
ェ
門

O
体

育

課

長

後

藤

順

治

O
図

書

館

長

宮

崎

尚

樹

0
水
族
館
管
理
課
長
堀
田
和
孝

0
行
政
委
員
会
事
務
局
長松
木

卓
造

正
夫



医
療
費
の
財
源
は
、

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
肪
の
精
神
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

ど
こ
か
ら
?

退
職
者
の
一
部
負
担
金
は
、
本
人
は

す
べ
て
二
割
、
扶
養
者
は
入
院
が
二

割
、
外
来
が
三
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
本
人
の
医
療
費
が
月
に
一

万
円
(
又
は
四

O
万
円
)
か
か
っ
た

と
す
る
と
、
図
ー
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。国
保
は
八
割
(
又
は
七
割
)
と
高

平成 2年 5月広報うおづ(7) 

図 1

-高額療養費に該当しない場合(退職者本人)

8，000円 (8割)

国保負担

10，000円 (10割)

国保は8，000円を負担します。

額
分
を
支
払
う
の
で
す
が
、
そ
の
財

源
と
し
て
は
退
職
者
の
納
付
す
る
保

険
税
を
充
当
し
て
、
不
足
す
る
分
は
、

退
職
者
が
以
前
に
所
属
し
て
い
た
各

種
社
会
保
険
か
ら
お
金
が
入
っ
て
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
各
種
社
会
保
険
が

O
B

(
又
は
O
G
)
の
医
療
費
の
か
な
り

-高額療護費に該当する場合(退職者本人)

80，000円(2割)

生息

320，，000円 (8割)

負{呆国

の
部
分
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
当
市

国
保
の
昭
和
六
三
年
度
の
実
績
で
は

そ
の
額
は
二
億
二
千
万
円
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
退
職
者
が
七

O
歳
に
な

っ
て
老
人
保
健
に
該
当
す
る
ま
で
、

負
担
は
続
き
ま
す
。

400，000円 (10割)

国保は 8割と高額を合わせた343，000円を

負担します。

=一分|退職者が納める

保険税

国保負担分

図2

3億7千万円 1憶5千万円

金額は昭和63年度の当市国保の実績です。

(8割又は7割+高額)

一
口
医
学

ー
腸
チ
フ
ス
の
症
状
|

海
外
旅
行
者
や
海
外
駐
在
員
の

急
増
に
伴
い
か
輸
入
感
染
症
。
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
腸
チ

フ
ス
も
そ
の
ひ
と
つ
。
日
本
で
は

著
し
く
減
少
し
た
病
気
で
す
が
、

症
状
は
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。潜
伏
期
間
は
十
日
前
後
。
寒
け

と
と
も
に
発
熱
し
、
体
が
だ
る
く
、

食
欲
が
落
ち
、
頭
が
痛
い
な
ど
、

風
邪
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
熱

が
一
日
ご
と
に
高
く
な
る
の
が
特

徴
。

一
週
間
ほ
ど
で
四

O
度
前
後

に
達
し
、
高
熱
が
続
き
ま
す
。
熱

の
高
い
わ
り
に
、
脈
は
あ
ま
り
速

国
民
年
金
に
は
、
次
の
二
つ
の
保

険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
法
定
免
除
」

・
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人

.
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

「
申
請
免
除
」

・
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
(
基
準
に
該
当

す
る
場
合
に
限
る
)

※
な
お
、
「
申
請
免
除
」
は
、
毎
年
申

請
し
な
い
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
週
ご
ろ
に
な
る
と
、
胸
や

腹
に
小
さ
い
発
し
ん
が
あ
ら
わ
れ
、

典
型
的
な
症
状
に
な
り
ま
す
。
意

識
が
お
か
さ
れ
ぼ
ん
や
り
し
た
顔

つ
き
に
な
り
、
う
わ
ご
と
を
言
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
便
秘
が
続
い

た
り
、
下
痢
を
し
た
り
し
ま
す
。

家
族
な
ど
身
近
な
人
が
海
外
か

ら
帰
っ
て
き
て
家
族
内
感
染
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
熱
が
続

く
と
き
は
海
外
旅
行
を
し
た
こ
と

(
家
族
の
こ
と
も
)
を
医
師
に
必

ず
伝
え
ま
し
ょ
う
。

申
請
の
際
に
は
、
印
か
ん
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

。
申
請
期
限

5
月
白
日
(木
)
ま
で

。
申
請
先
、
問
合
せ
先

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係

合
(⑫

2
2
0
0
内
線
川

・
山



平成 2年 5月 広報うおづ (8)

4集 だより (5周〉
、まず検診/元気にみえてもがん年齢H

お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)ft24-3999
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内容対象 と き ところ備考

母親学級 (8) 妊婦とその家族 5月25日倒 9:30-16:00…………………→畳食をご持参ください。

育児サロン 幼児と保育者 5月11日幽 10: 00 -11 : 30 

5月10日(村 13:00-13:30 
4か月児健診 4 か 月 児 5月24日(村 11 魚津市健康センター 麻しん (はしか)の接種券を

8か月児健診 8 か 月 児 5 月 9 日~同 13 : 00 -14 : 00 γ・→歯発行ブラしまシすと。タオルをご持参〈

1歳6か月児健診 63年10月生まれの児 5月22日(刈 11 …一一一一一一一一一一一: ださい。

股関節脱臼検診 満 3 か 月 児 5月10日(柑 13:00-13: 30 魚津保健所お母さんの貧血検査も行います。

機能訓練 5月10日(柑 10:00-15:00 
(リハビリテ}ション) 脳卒中後遺症のある人 5月24日(柑 11 魚津市健康センター 訓練は 10 :00-12:00 

健 康 相 談 一 般 市 民 5月31日附 13 :00-14:00 魚津市健康センター血圧測定・心電図・検尿診察カ《受けられます。

5月1日(刈 10: 00 -11 : 30 百 楽 荘血圧測定 ・相談

5月13日(日)I 9 : 00 -10 : 00 総合体育館

肺かん検診 一 般市民 5月18日幽 13:30-14:30 魚津保健所

5 月 23 日~同 " 魚津市健康センター ・料金 720円
但し、 4月1日-3月31日

5月7日(月) 大町公民館 までに40、50、60歳になる

検 診
5月8日(刈 8:00-10:00 人、 70歳以上の人は無料

胃がん 般 市 民 5月27日(日) 魚津市健康センター l・子宮カんは30歳も無料

毎週水曜日 9:00-11:00 黒部保健所-申し込みは、

5月7日(月) 黒部保健所へ
13 :00-14:00 大町公民館 TEL 52-1224 

5月8日(刈

子宮かん検診 一 般 市 5月27日(日) 8:00-10:00 魚津市健康センタ一
民 ・料金 1，030円
随時 市内産婦人科、病 ・医院。 但し、4月1日-3月31日

申し込みは、健康センターへ までに30、40、50、60歳に
なる人520円

5月7日明) ・料金 1，130円

乳 が ん 検 診
13 :00-14:00 大町公民館但し、 4月1日-3月31日

一般市民 5月8日(刈 までに30、40、50、60歳にな

5月27日(日) 8:00-10:00 魚津市健康センターー る人、 70歳以上の人無料

5月15日(刈 9:30-15:00 魚津漁業協同組合 通知のあった方だけ受診して

漁業従事者とその家族の健診 5月16日附 11 11 ください。

5月17日同 11 大町公民館

。かん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センターヘ申し込み下さい。予定数に達したら締切ります。
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働
き
ざ
か
り
の

ω歳
ご
ろ
か
ら
、
急
に
増
え
て
く
る
の
が
成

人
病
で
す
。
高
血
圧
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
・
肝
臓
病

な
ど
、
い
ず
れ
も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
な
病
気
で
す
。

こ
の
よ
う
な
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
、
毎
年
健
診
で
自
分

の
健
康
を
点
検
し
、
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
健
診
の
対
象
者

に
は
、
地
区
の
保
健
衛
生
推
進
員
が
健
診
票
を
配
布
し
ま
す
。

平
成
元
年
度
は
、
八
、
一

O
九
人
の
方
が
成
人
病
健
診
(
血

圧
測
定
な
ど
)
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

<J 

平
成
元
年
度
受
診
数
は
昭
和
日
年
度
よ
り
側

人
減
り
ま
し
た
。

平成 2年 5月

8，109名が受診
(平成元年度)

広報うおづ

7，000 

数

∞

診
川

ws

受

9

8，000 

6，000 

5，000 

4，000 

3，000 

2，000 

1，000 

(9) 

。
元(年度)63 62 61 60 59 

ム
成~癒;簸診;の集ぬ尉柔診;議
一家の大黒柱である40歳代の方の受診

率が、相変わらず低くなっています。

お父さん、忙がしいでしょうが、ぜひ

健診を /

70% 60 50 40 30 20 10 

ム成人病;健訟の業Jj蒜区:袋":剥割合~
年齢が高くなるにつれて要医療と診断される

方が増えますが、全体では図のとおりです

住検民診

と き と 、、圃，ー ろ と き と 、、ー，ー ろ

5月15日(火) 9 : 30-11 : 30 魚津漁協 5月30日(水) 9 : 30-11 : 00 黒沢公民館

5月15日(火) 13 : 00 -15 : 00 " 5月30日(水) 13 : 00 -15 : 00 長引野公民館

核成病結人と

5月16日やK) 9 : 30-11 : 30 " 6月1日幽 9 : 00-11 : 30 西布施公民館

5月16日か'K) 13 : 00 -15 : 00 " 6月1日幽 13 : 00 -15 : 00 " 
5月17日(柑 9 : 30-11 : 30 大町公民館 6月5日(刈 10 : 00-10 : 30 白倉 小 学校跡

5月17日(柑 13 : 00 -15 : 00 " 6月5日(刈 13 : 00 -15 : 00 鹿熊公民館

5月29日(刈 9 : 30-11 : 30 蛇回公民館
Lー

受診票と健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やその他で健診を受けている方は、魚津市健康

センターまでご連絡ください。 (ft⑫3999)
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| 該当地区

村木、道下、経団
西布施

加積、上野方
片員、天神、松倉

本江、大町、住吉
上中島

.魚津市健康センター
13: 30 -l4: 00 I 

| 該当地区

村木、道下、経団
西布施

加積、上野方
片員、天神、松倉

本江、大町、住吉
上中島

受けなかった全地
区の方

広報うおづ (10)

内

平成 2年 5月

5月1日(刈

5月7日(月)

きと

象

-第 1期=3回接種

(24か月-48か月児)

.第2期=1回のみ接種

(第1期完了後12か月
-18か月の間)

対
....... 
tヨ・

百日ぜき

ジフテリア

破傷風

(三種混合)

年
々
増
加
す
る
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
を
図
る
た
め
、

か
高
齢
者
の

交
通
安
全
み
ん
な
の
力
で
。
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
、
職
域
、
家
庭

ぐ
る
み
で
交
通
安
全
意
識
を
高
揚
す

る
県
民
運
動
が
平
成

2
年

4
月
1
日

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
運
動
の
柱
〉

O
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
推
進

O
井
戸
端
会
議
の
開
催

O
ピ
カ
ピ
カ
作
戦
の
展
開

O
高
齢
者
交
通
防
止
一

O
O
日
運
動

の
実
施

5月11日幽

5月14日(月)

5月21日(月)

5月16日(7Jq

5月18日幽

生後3-18か月の聞

に 2回実施

オ

生ワクチン

ポ

4
月

6
日
か
ら

7
月
比

日
ま
で
の
一

O
O
日

日
歳
以
上
の
高
齢
者
が

関
与
し
た
交
通
事
故
件

数
を
市
町
村
の
人
口
で

対
比
す
る
。

運
動
の
結
果
、
成
績
優

秀
市
町
村
を
表
彰
す
る
。

0
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
道
路
交
通

環
境
の
整
備

※
こ
の
重
点
地
区
に
今
年
度
は
、

「
大

町
校
下
」
「
住
吉
校
下
」
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

-
期
間

-
対
象

-
表
彰

(
備
考
)

・
体
温
は
自
宅
で
計
っ
て
き
て

く
だ
き
い
。

-
母
子
健
康
手
帳
、
印
か
ん
を

持
参
く
だ
さ
い
。

※
接
種
で
き
な
い
幼
児

1
発
熱
、
下
痢
、
ま
た
は
心
臓

じ
ん
臓
、
肝
臓
疾
患
な
ど
の

た
め
に
治
療
し
て
い
る
幼
児
。

2
接
種
前
、
-
年
以
内
に
け
い

れ
ん
の
症
状
を
起
こ
し
た
こ

と
の
あ
る
幼
児
。

3
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防

接
種
に
よ
り
、
副
反
応
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
幼
児
。

4
そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
幼

児
は
、
接
種
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

@
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し

ん
、
B
C
G
の
接
種
間
隔
は

1
か
月
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

本
年
度

4
月
よ
り
不
燃
物
に

お
い
て
、
金
物
、
ビ
ン
類
の
区
別

な
く
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
収
集
日
は
不
燃
物
、

可
燃
物
と
も
各
地
区
全
く
変
更

あ
り
ま
せ
ん
の
で
従
来
通
り
出

し
て
く
だ
き
い
。

。
不
燃
物
の
日
に
ス
ト
ー
ブ
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
べ
な
ど
爆

発
(
引
火
性
)
危
険
物
を
出
き

れ
る
場
合
は
、
そ
の
中
の
石
油
、

ガ
ス
な
ど
必
ず
、
完
全
に
「
カ

ラ
」
に
し
て
か
ら
、
作
業
員
が

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
梱
包
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ

受通マナー向上ト2・3運動を
推進しましよう。

平成2年4月6日~
平成3年4月5日

合図は早めに確実に

めいわく駐車をやめよう

車間距離は十分に

1

2

3

 

|日 |日 |日 |日 |日 |日 |日 |日 |日 |日 |日

経

布施西村
天 道 力日 片

下野村方 上野方村
松

上村島中 下村中島
員

回 神 下 干貴
村谷

居d入

村 村 村 村 村

村中 岡田 石吉井 谷栃
関長 寺川長谷 野村 中山 村中 津米越山道中富ケ 水清石川 津大 崎宮 崎黒林六橋高 松崎崎村寺崎吉崎川中原崎林 口田 田岸

義正修)11 
丁

幸作右衛門 吉夫健治 覚治'善二毅雄義二賢
正五

保徳正源雄昭 清盛悦弥徳治 八 静憲 富夫 '申'"、 雄幸信武長之俊雄信一
士'lとL、一一 一夫正 良rs ー茂

中江 村畠大
青森安田

伊ー木
冨居 有津 越生内山田三井 畠田 笠木 窪田 石崎

雛形喜美男 崎之助河浅 本下弘

溝口 井浅崎川 野回世飛
村田 椿 山 j畢 藤下

博義 三靖森 清 富
典照 義忠 雄一佐 蔵慶一 雄力 信忠 進利幸 勲夫幸 圭三樹行敏庄治竹男志則 雄久弘 次清 隆二

窪 木山谷 関下

崎信丈一 高林孝太郎

川相
伊藤尾谷竹山井三

石
塚本 広田 谷川 上野 岩崎形山水尾椎名石坂田 下津口 口司 西太馬 )11 

長
清 重昭金

達也 一郎 正作 郎四 豊治丈夫雄武信秋 義晴 靖樹 政由 義尚 市郎 健一房直之三用偉久男男 作夫治

受
通
安
全
こ
と
ぶ
き
県
民
運
動
実
施
中



お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
写

ス

勺

近
所
の
弘
歳
に
な
る
丁
さ
ん
は
、
母
が
病
院

か
ら
外
泊
し
て
来
て
い
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
、

見
舞
い
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

手
押
畜
干
の
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
歩
け
な
い

丁
さ
ん
が
、
同
じ
村
で
も
結
構
離
れ
た
ど
こ
ろ

か
ら
、
母
に
会
い
に
来
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、

娘
の
私
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
竹

歳
の
母
を
臥
歳
の
人
が
見
舞
う
、
健
康
な

T
さ

ん
に
拍
手
で
す
。

我
が
家
に
帰
り
た
い
と
念
仏
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
母
を
、
た
っ
た
一
泊
で
し
た
が
外
泊
さ

せ
親
孝
行
の
つ
も
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ば

に
あ
る
白
い
菓
子
袋
は
、

『
立
中
雪
渓
』
で

T

さ
ん
が
母
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
と
持
っ

て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い

T
さ
ん
の
心
は
、
高
校
生
の
娘

に
も
充
分
に
伝
わ
り
老
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

が
、
改
め
て
ま
た
、
増
強
し
た
よ
う
で
す
。

お
も
い
や
り
賞

池

谷

規

子

(横浜市

「
お
見
舞
い
」

4
月
日
日
(
日
)、
市
総
合
体
育
館

で
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
必
団

が
集
ま
り
結
図
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
千
二
百
名
の
団
員
は
、
今
年
度

の
活
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

沖
叶

題

タ
ナ
リ
l
・
ワ
ン
ワ
ラ
1
ン
さ
ん

魚
津
市
役
所
前
の
公
園
に
高
き

7

灯
の
時
計
塔
が
完
成
し
、

3
月
初
日

に
通
電
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
計
塔
は
、
魚
津
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
発
足
日
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
昨
年
、
市
に
寄
付
さ
れ
た
測

万
円
を
使
い
、
総
工
事
費
削
万
円
を

か
け
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

太
陽
電
池
を
利
用
し
て
動
い
て
お

り
、
正
午
と
午
後

6
時
に
は
「
し
ん

き
ろ
う
の
見
え
る
街
」
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
流
し
て
時
を
告
げ
ま
す
。

一一
一
い掠
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
ワ
ち
ゃ
ん
(…
υ一

尾

崎

勤

人

く
ん
(
誠

・
美
恵
子
き

ん
夫
妻
の
長
男
)
大
海
寺
新

平
成
元
年
6
月

1
日
生
ま
れ

元
持
ち
ゃ
ん
(
親
司

・
燈
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
上
口
二
丁
目

平
成
元
年

2
月

8
日
生
ま
れ

寺
田

H

健
康
と
美
容
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

維
持
に
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
H

教
室

ω人
中
男
性
が
ロ
人
し
か
い

ま
せ
ん
。
男
性
大
歓
迎
し
ま
す
。

魚
津
市
と
友
好
親
善
都
市
の
関
係

に
あ
る
タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
市
か

ら
留
学
生
が
来
ま
し
た
。

留
学
す
る
の
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市

副
市
長
の
長
女
タ
ナ
リ

l
・
ワ
ン
ワ

ラ

l
ン
さ
ん
(
げ
)
で
、
市
内
の
新
川

高
校
の

2
年
生
に
編
入
さ
れ
ま
す
。

留
学
期
間
は
、
三
年
間
の
予
定
で

あ
り
、
タ
ナ
リ
ー
さ
ん
は
、
「
魚
津

市
で
の
留
学
の
聞
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
。」
と
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

平成 2年 5月広報うおづ

〈
お
母
さ
ん
の
一
言
》

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
子
に
な
っ
て

、不・
。

〈
お
母
さ
ん
の
一
言
》

明
る
く
元
気
な
男
の
子
に
な
っ
て

ほ
し
い
。

。1)



(12) 広報うあ、づ

み
ん
お
の
ま

w'v

平成2年 5月

ちが…。…
……予……ス……
ポ
……主税
道
場
開
設

小
学
校

1
年

i
3年
生

参

加

者

募

集

締
め
切
り

マ
開
設
コ

l

ス
名

1
し
ん
き
ろ
う
コ

l
ス

(
男
子
)

陸
上

・
体
操

・
水
泳
系

2
か
の
ニ
ゆ
り
コ

1
ス

(
女
子
)

体
操

・
水
泳

・
球
技

3
ほ
た
る
い
か
コ

l
ス
(
男
・
女
)

水
泳

・
球
技

・
格
技

4
つ
ぱ
め
コ

l
ス

(
男
子
)

球
技
・
陸
上

・
体
操
・
水
泳

5
か
も
し
か
コ

l
ス

格
技

・
陸
上
・
水
泳

マ
募
集
定
員

各
コ

l
ス

共

初

名

マ
活
動
曜
日
な
ど

週
3
回
1
4
回
各
コ

l
ス
共

年
間
一

O
O
回
実
施

マ
活
動
時
間
(
原
則
と
し
て
)

陸
上

・
体
操

・
水
泳
は
午
後

6
時

i

7
時
泊
分
ま
で
、
球
技

・
格
技

は
午
後

7
時

i

8
時
初
分
ま
で

5
月
8
日

マ
活
動
場
所

総
合
体
育
館

・
室
内
温
水
プ
ー
ル

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
西
部
中
学
校

マ
申
込
み
締
切

5
月

8
日
(
火
)
ま
で
、
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
。

マ
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
館

(宮
②
2
2
0
0
内
線

4
5
1
)

マ
開
講
式

5
月
刊
日
(
木
)
午
後

7
時
か
ら
総

合
体
育
館
で

マ
そ
の
他

・
参
加
費
は
、
年
間
二

0
0
0
円

(
傷
害
保
険
料
含
む
)
で
す
が
、

施
設
入
館
料

・
個
人
で
使
用
す

る
運
動
用
品
代
は
個
人
実
費
負

担
し
て
く
だ
さ
い
。

・
参
加
児
童
の
送
迎
は
、
保
護
者

で
お
願
い
し
ま
す
。

学校体育施設の夜間開放開始
魚津市では学校体育施設の夜間開放を行って

います。

生涯スポーツ振興の場として利用ください。

開放施設の管理指導員 (主任のみ)

施設名 開放日数 名 前 電話番号

西部中体育館 200日 福沢欣吉 22-5102 

西部中グラウンド 150日 二川正博 22-4156 

東部中グラウンド 100日 川岸正治 24-0597 

大町小体育館 230日 宮崎 勉 22-0814 

大町小グラウンド 150日 吉川与志雄 24-1194 

本江小体育館 230日 山城信行 24-4197 

村木小学校 230日 黒田辰雄 22-3236 

吉島小体育館 200日 富居辰男 22-1323 

経団小体育館 200日 中村昌祥 24-1696 

道下小体育館 200日 機 功 24-3762 

住吉小体育館 150日 寺西美和子 24-0793 

上中島小体育館 100日 宮口隆志 22-6391 

松倉小体育館 100日 河崎忠行 33-9390 

片貝小体育館 100日 佐崎宗義 32-8510 

西布施小体育館 100日 金川敏子 31-7731 

上野方小体育館 150日 窪田浩行 24-0945 

坪野小体育館 50日 清河純夫 33-9441 

天神小あと体育館 50日 伊田正一 31-8241 

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

N
H
K
健
康
フ
ェ
ア

-
5
月
日
日
(
日
)

午
前

9
時

i
午
後

4
時

.
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ

内

容

O

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
診
断

。
自
動
測
定

O
講
演
「
名
医
か
ら
の
メ

ッ
セ

l

ジ」

(公
開
番
組
)

O
き
わ
や
か
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ

(
公
開
番
組
)

O
健
康
に
関
す
る
各
種
コ
ー
ナ
ー

27 20 18 16 - 13 6 4 3 1 主
日 日

日日
日 日 自 日 日

(日) (日)
告首や同 (日) (日)(樹 ， ~祭) (jd tき

. . . . • I • . . . . • I • • • I • 

青市連 市春李 春季市 ニテス
道弓
ヰじ

体市育d民大z h 新 NH 高松
春季新
市

杯天皇野 東日

市
日

体育大会民

ン

5 

本朝間野

地j区l| K の コ.行
ノ〈フ ビレ

例射ぷ月広込 ゲl魚津市 杯球宮野市予選

)11 
球市 本軟式野 サアレレ |デ

地区チイ 、ソ

ボシ

球大会開幕

ソ ト 康健民
ア

野球競技
子選 球富山
育成カ

事
レス フボ

ルテ iカ ト| ス

大会 ニス
ボ ツ ボルフ

手権i選大~ゐ 県大会|プ |大.6- エ

グ

名

大£z』z 
ノレ ルア

d大zb= 、 競技 戦

総未 総営市 市 相t号天総桃 ，市白.... 天 天桃
=口と

メ口入 ムロ、 コ 山 見神合山 コ 神 神山
回
と

弓 グ

体 T
轍川ウクラe 壁山? 体 野

ト 山 山 野
体 野 フ

、、、 、、、

野 野

育了
道 フ ウ

育 球 球育球 球 球球 ろ
L、/ ン 〉‘〆・ ン

館定 官官ユ 場 場 ド場館場 ユ場 場場
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市の施設や文化財、企業な

どにご案内します。魚津市を

見つめ直すよい機会です。

あなたも、是非参加してみ

ませんか。

見学コース

調和ある住みよいまち

実施日コース名

⑨
申
込
み
方
法

電
話
、
は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ

去』い
。

マ
個
人
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

希
望
コ
l
ス
、
実
施
日

マ
団
体
団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
希
望
コ

ー
ス
、
実
施
日

6月28日

9月13日

6月7日

7月5日

コース (Aコース)

一般社会人対象

(定員25名)

文化的香り高いまちコ

ース (8コース)

一般社会人対象

(定員25名)

⑨
申
込
み
先

魚
津
市
釈
迦
堂

1
I
m
-
-

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室

包
②
2
2
0
0
内
線
問

※
受
付
順
に
よ
り
取
扱
い
ま
す
。

⑨
そ
の
他

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。

・
昼
食
、
お
茶
な
ど
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

市役所一一浄化センタ一一一〕健康セン

タ一一一スギノマシン一一 (りんご花

見)一一水族館(昼食) 一一桃山運動

公園一一北陸セラミ ック一一天神山城

祉(歴史民俗資料館、吉田記念館)一一

川の瀬団地一一市役所

5月17日

10月4日

市役所一一穂康センタ一一一浄化セン

タ一一一盛気楼ロード一一)11の瀬団地

一一天神山城駈(歴史民俗資料館、吉田

記念館)(昼食)一一横枕浄配水場一一

桃山運動公園一一西部清掃センタ一一

一)11縁緑地運動公園一一市役所

市役所一一埋没林博物館一一万灯台一

一水族館(万葉歌碑)一一託法寺一一石

の門一一角)11ダム一一松倉城祉(昼食)

一一桃山運動公園一一洗足学園魚津短

期大学一一天神山城祉(歴史民俗資料館、

吉田記念館)一一大沢地鎮杉一一市役

所

明日を築〈豊かなまち

コース (Cコース)

一般社会人対象

(定員25名)

市役所一一埋没林博物館一一大徳寺一

一)11の瀬団地一一天神山城祉 (歴史民

俗資料館、吉田記念館)一一水族館一一

ミラージュ ・ランド(昼食)一一消防署

一一市役所

8月17日

ふれあい親子コース

(Dコース)

(定員40名)

。
o マ マ入 0 マ て設 ..........'::i. I .m. 

富 干 申|電団団|住個し往申 o 000ー のを生 堕罷|ム
宮 山 930込ス話体体ス所人て復込 7 砺 10 6 魚 9 6 高 9 6 富 般知見産量説。I]J)(， 
0 県 み及番名 及 、 申はみ丹波月月津月月岡月月山邑識学関 1空襲 12
7 県 富 先び号、 び氏 込が方 18出 1727出 1220出 5 14出民とし連轍|年
__ 6民山、実、代 実名みき法門口町内日発対理な物 議 1-:
内 4生市間施参表 施電 くに さコささコ事丞コ事丞コ象解が資 3副主 1I支
線 @ 活新合日加者 旦詳 だ、 、|、、| 、、 |、 、 | をらの

7 4 課総せ主人の 第番 さ必 9 ス 9 ス 10 7 ス 10 7 ス 深、生
5 1 曲先二数!弄て号い要月 月 月月 月月 め物産
7 1 輪二所一、 。事 26 18 19 11 4 5 ま価
'--' 1 1 ~希 、 五希 項目 日日日日日 しに流

;望雪2き雪 主丞 き§丞丞丞 {三車

自だ 50 き森シでき前が電 食 会食女 ・. * 
負さ分参ま、ヨ休、 l らさ車 6 00申者 号 場時金火 日 一
担いま加す:行ウ憩芭号、わで月 6 尉) 市込にな講 所問曜曜 程 弓

14五ZV 2 2 2表白雲5R2月 21主主袋内料館市午?日 6 ・道

食鉄者 園咲と句)でな駅与 の 育 協 ・け日 4 横民後 ・ 毎月 きを教
持魚、は へき、碑かハ初下つ ?と 半正弘 協信会問て程 o'--'弓 785週 趨彰J戸唱

参津、 と守 3白らマ夏宅会二 密 会 8 合指終 0 道時 ・・ 火 J・五
二駅当 約」万仇ほナの は •• ~. . ② ② せ導了 0 場 I15 12. ::.:.:整
交に日 4 る株?岸ス陽 、 ー 1 0 先し後円 __ 8 ・・ 蓮
通お午 J 、余 場道公を 24 つ 2 9 まも 総時 2219曜 券

跡、 :'7，;. n L::、 ート
費集前 余教の)路園命 日 玄 6 8 す: 、 合 30 ・・ 日 穿是
はり 8 り育ハ周を(び ~ -- 3 3 0 希 体分 2926 . ~・ー

各〈時歩のナ辺歩駅な旦 望 育日日
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消
防
本
部
か
ら

魚
津
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正

魚
津
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

お
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

今

回

改

正

さ

れ

た

新

基

準

に

適

合

し

な

く

な

っ

た

施

設

・

設

備

な

ど

は

一

定

期

間

内

ま

で

に

(

経

過

措

置

)

新
基
準
に
合
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

炉
及
び
か
ま
ど
の
附
属
設
備
の
燃

料
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
容
量

に
応
じ
た
板
厚
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

タ ン ク の容量 キ反 厚

5リッ トル以下 0.6ミリメートル以上

5リッ トルを超え20リッ トル以下 0.8ミリメートル以上

20リッ トルを超え40リッ トル以下 1.0ミリメートル以よ

40リッ トルを超え100リットル以下 1.2ミリメートル以上

100リットルを超え250リットル以下 1.6ミリメートル以上

250リットルを超え500リットル以下 2.0ミリメートル以上

500リットルを超え1，000リットル以下 2.3ミリメートル以上

1，000リットルを超え2，000リットル以下 2.6ミリメートル以上

2，000リッ トルを超えるもの 3.2ミリメートル以上

5 
月

O
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
1
指

定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び

取
扱
い
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
屋
内

・
外
、
地
下
タ
ン
ク
、
移
動
タ
ン
ク

な
ど
の
形
態
に
応
じ
た
基
準
が
規
定

さ
れ
ま
し
た
。

O
指
定
可
燃
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い

新
た
に
指
定
可
燃
物
に
つ
い
て
規

定
す
る
と
と
も
に
、
可
燃
性
固
体
類

・
可
燃
性
液
体
類
、
そ
の
他
の
指
定

可
燃
物
に
分
け
て
基
準
が
規
定
さ
れ

ま
し
た
。

O

標
識
等
の
変
更

危
険
物
を
貯
蔵
、
ま
た
は
取
扱
う

場
所
に
は
、
見
や
す
い
箇
所
に
標
識

及
び
掲
示
板
を
設
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

E掴!&bl:曲盛時ク且
火

気

厳

主主
宮y理=

類

別

第

四

類

品
名
第
二
石
油
類
(
灯
油
)

最
大
数
量

四
八

O
リ
ッ
ト
ル

少
量
危
険
物
貯
蔵
所

(
取
扱
所
)

O
防
液
堤
の
設
置

屋
外
に
設
置
す
る
タ
ン
ク
で
、
容

量
が
五
千

μ
以
上
、
ま
た
は
指
定
数

量
の
二
分
の
一
以
上
を
貯
蔵
す
る
タ

ン
ク
に
は
、
周
囲
に
防
液
堤
を
設
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 新基準旧基準

防液堤の設置

‘、L
Fト

個
人
の
住
居
に
お
い
て
も
、
指
定

一

イ

数
量
の
二
分
の
一
以
上
i
指
定
数
量

一

巧

未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
、
ま
た
は
取

一

一句

扱
う
場
合
に
は
、
届
出
が
必
要
に
な

一

釣

り
ま
し
た
。

千

爆

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
叶

ク

一

ヨ
豆

一

一

一

一

一

ι

一

一
ι

ー

-
o
も
一
。
ι

一。
ι

一。
ι

-

YJ

-
B
一
O

一
O

一
O

一
O

-

1

一
-
一

ハU

一円
U

一ハ
U

一ハ
u

-

h

、J

一
定
一

2

一
0

一
0

一
0

一

}

デ

一
指

一

一

l

一
2

一
6

一一

4

「
|
「
|
「
1
1
|
「
」
一

コ

一

一
ン
一
油
一
油
一
ル
一
一

-

-

-

-

-

E

，
 

一
名

一

一

ゴ

一

一

イ

一

一

一

，

一

I
J

一

占

ム

一

一

ト

』

一

回

一

一

一

・

一

一

工

一
A

-

1

-

ソ

一

主

一

一

ジ

一

一

一
口

町

一

ガ

一

則

一

重

一

じ

一

ゲ

一
類

一

第

4

類

一

一

γ
タ
γタ
の
水
猿
・検
一査
等
広

一

関
す
る
こ
と

↓

指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
や
指
定
〔

可
燃
物
を
貯
蔵
ま
た
は
取
扱
い
タ
ン
一

ク
を
製
造

・
設
置
し
よ
う
と
す
る
者

九

は
、
申
出
す
る
こ
と
に
よ
り
水
張
検
一

査

・
水
圧
検
査
を
行
な
う
こ
と
が
で

一

き
ま
す
。

九

当
該
検
査
に
か
か
る
手
数
料
は
徴
山

収
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
予

防
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

↑

告
白
)0
2
9
5

一

混
一一訟
に
闘
す
る
こ
と

掲示板標識、

4月29日(日)-5月6日(日)
会場

璽暴言ヲー鎗墨動静 :

吹雪
;ん
iJみ
γ 

ヨ

• -
猿

ま

わ

し

-
大
道
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

入

料

園

大
人
間
同
(
中
学
生
以
上
)

こ
ど
も
印
円

(
3
歳
以
上
)

-
シ
ョ

ー
は
無
料
で
す
。
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お失ロらせ inj，ormαtion 

i~._. .._.相:談事hi--二]?ご寄付認定だ
〈敬称略〉

おf、¥高年齢饗職業糖談総出~

0と き 5月22日(刈午後 l時-4時 0と き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

0ところ市役所会議室 曜日以外の毎日午前9時~午後

県弁護士会の弁護士が法律相談を行 5時(土曜日は午前12時まで)

います。 oところ 市役所高齢者職業相談室

ご希望の方は、前日会でに市役所市

民相談室へお申し込みください。

ft22-2200内線161

0 と き 毎月第 1・第3木曜日

午後 1時-4時

0ところ 市役所市民相談室

0と き 毎週月曜日と木曜日

午前 9時~午後5時

0ところ 教育センター相談室

魚津地域建築組合は、住宅に関する増

改築や資金融資、又は浄化センター完成

に伴う排水設備の改修などについての無

0と き 日曜・祝日及び第 2・第4土 |料相談所を開設しました。

曜日以外の毎日午前 9時~午後 | 市民のみなさん、お気軽にご相談くだ

5時(土曜日は午前12時まで) 1きい。

0ところ 市役所市民相談室 10相談日 毎月第 2水曜日

0と き 毎週火 ・水 ・金曜日

午前9時~午後4時

0ところ 市役所商工観光課内

第1回目 6月13日嗣

0時 間午前10時~午後4時

o相談会場市役所会議室

0申込方法電話で申し込みください。

0申込先市役所市民相談室

ft22ー2200内線161

0申込期限毎月第 1水曜日まで。

b善意銀行へ ( 4月10日現在)

奥村 繁上村木一丁目 50，000円

ユニー魚津庖 44，856円

陶魚津銀金吉 島 10，000円

石坂健太郎吉 島 20，000円

本江保育園保護者会 10，000円

西尾光信青 島 50，000円

松田秀悦新金屋一丁目 50，000円

藤井 博新 宿 50，000円

埋没林博物館 8，071円

竹 元松新角川一丁目 30，000円

寺田良作 北 中 100，000円

中村つな上村木二丁目 100，000円

四十内松栄本町一丁目 10，000円

石崎七郎本町二丁目 7，500円

船田安子末広町 2，500円

魚津第二保育園職員一同 3，481円

石崎政雄火の宮町 2，500円

宮村公二上口二丁目 30，000円

西川実之本町二丁目 50，000円

稗苗好子稗 畠 499円

玉島昭男本 江 100，000円

藤木賞美枝 30，000円

袋井武夫友道幸町 1，000，000円

広野晴夫本 江 50，000円

田原儀長末広町 100，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

0と き 5月11日幽 第 1回目 6月6日嗣 I 1>市広報送付謝礼として
午後1時-4時

0ところ 魚津サンプラザ3階

0と き 5月16日附

午前10時~午後 3時

0ところ 魚津総合庁舎 (新宿)

0と き毎週金曜日

午前10時~午後 3時

0ところ 市福祉センター(百楽荘)

が7縁類綴畿で縦約

0と き 5月10日同

午前10時~午後4時

0ところ 魚津サンプラザ

o主催富山地方裁判所魚津支部

※詳細については、魚津地域建築組合内 | 学校法人洗足学園

魚津地域住宅相談所まで問い合せくだ

さい。 ft22-5078

1 .実施場所 魚津市心配ごと相談所

(福祉センター百楽荘内)

2.実施日毎週火曜日

第 l週法律弁護士

第2週税金税理士

第 3週年金社会保険労務士

第4週保健介護保健婦

相談時間午後1時より 4時まで

3.実施期間平成2年 5月-10月まで

4. この外に社協相談員による一般相談

は毎週金曜日従来どおり実施していま

す。

神奈川県川崎市 10，000円

紛
市税のお納め忘れは

ありませんか

市税務課では、平成元年度の市税

について、 5月を特別徴収月間とし

て、未納者宅の訪問などを行います。

今一度お手元の納税通知書をお確め

ください

納期饗内

平成2年度の軽自動車税の納期限

は5月31日です。
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お 失ロ ら せ information 

てておいてあなたの能力 「赤星病」を媒介する

佐藤鱗議!鱗繋議議委葬祭;30 0貝塚イブキ1
0玉イブキ委員を
oビャ、クシン j

。 r青い』鳥華~~箆 ，議翻意"
一20枚贈伊

0科 目 N C (数値制御自動機械)

プログラマー科定員10名

0訓練期間 6月-9月 3か月間

0申込み先最寄りの公共職業安定所へ

申し込んでください。

0申込締切 6月8日樹

※詳細については、黒部職業能力開発セ

ンターへお問い合せください。

fi0765-52-0251 

第3回全国健康福祉祭

i都議議議議室参加j毅蒸蕪i
高齢者がスポーツを通して交流を図る

全国健康福祉祭が滋賀県において開催き

れますので、参加者を募集します。

0期日 9月29日出-10月2日(刈

o開催地滋賀県

0対象 60歳以上の高齢者

0種目 卓球、テニス、軟式庭球、ソ

フトボール、ペタンク、弓道、

剣道、登山、三世代交流マラソン

0申込期限 5月31日同

0申込先及び間合先

側)富山県いきいき長寿財団

fi0764-32-6010 

0その他旅費、宿泊費、ユニフォームの

費用に対して泌を補助します。

家内労働者の皆さんヘ/

本年は「家内労働法施行20周年」

家内労働者 (主として内職をして

いる人)の皆さん。

5月21日から 5月31日までは 「家

内労働旬間」です。

0家内労働手帳をもらっていますか。

o工賃は現金でーか月以内に受け取

っていますか。

0最低工賃は守られていますか。

0危険・有害な作業はありませんか。

Oいわゆるインチキ内職に気をつけ

ましょっ 。

誰でもできる仕事で、高収入が得

られる「うまい話」は普通ありませ

ん。十分注意しましょう 。

家内労働法に関するご質問、ご相

談は魚津労働基準監督署

電話22-0579へどうぞ。

植樹しないように

一一ご協力を一一

員塚イプキ、玉イプキ、タチキャクシ

ン、ハイピャクシンなどの庭木は、梨の

栽培に最も恐れられる「赤星病」の媒介

樹です。

これらの庭木で越冬した赤星病菌は、

風にのり 2kmも飛散するといわれ、梨の

収穫に被害を与えることになります。

市民のみなさん、特-に産地本江校下の

皆さんの深いご理解を賜り、員塚イプキ

などの赤星病媒介樹木を植えないよう、

また他の樹木へ植え替えに格別のご協力

くださ るようお願い申し上げます。

魚津市農政課

下野方梨組合

これから夏にかけて草刈りが行われま

すが、例年、角川や布施川に多くの除草

が流されます。

このため川は汚れ、海では定置網や刺

し網にかかって大きな被害が出ています。

刈り取った草は堆肥などに利用するよ

うにして、川に捨てないようにしましょう。

子供安水難事故から
;等移:まじなろ

これからは、農業用水の水量がふえ、

子供たちにとっては、たいへん危険な季

節となりました。

子供の水の事故は、子供たちだけで出

かけたときに起きることが多いので、川

の付近に行くときは大人がいっしょにつ

いていくょっにしてください。

とくに雨の後は川や用水路の水量が増

し、水の流れも速くなり危険ですので、

子供が近づかないよう注意してください。

「あただかい注意でなくそう水の事故J

".世 )-ミキ弓主会
Jln" V'-口二J也九

一身障1・2級の方に-
0資 格 3月末現在で6歳以上の身

体障害者手帳1・2級の方

0申込方法 身体障害者手帳と印鑑持参

のうえ郵便局へ

0受付期間 5月31日まで

0問合せ先最寄りの郵便局

あゆ技網・てんから網

際委員謀議委譲難;綴議議単調
県知事許可証の書換手続きを次のとお

り行います。

※対象者

①現在、許可証を持っている人

①廃業者から承継する人

※申請期間 (期間厳守)

5月1日-5月15日まて"

※持参するもの 印鑑 ・旧許可証

(手続き用紙は、水産諜にあります。)

なお、 3年に 1度の書換え期間なので、

現許可保有者は、全員書換えてください。

新規許可はありません。

j議拘禁漁業耕糊桝議!}:
富山県では、消費者行政 ・物価行政を

推進するため、地域住民と行政を結ぶパ

イプ役として、消費生活地方相談員。を

配置しています。

平成2年度魚津市相談員(5名)

・沢田京子新角川ト9-15fi22-0027 

・新井陽子吉島2，961-6fi24-5964 

・轡田美智子 中央通りト2-17

fi22-0807 

・関口 恭子天神野新661fi31一7116

・高野和代友道2，077-1fi22-4828 

窓灘綴榊:おな像袋線饗:
実施地域…道下地区(緑町 ・村木町 ・末

広町)。 調査には県認定LPG保安セン

ター調査員が伺います。 fi(24)5340 

警報器の鳴り始めはまだ安心。器具栓、

元栓閉じて、窓、明け放ち、掃き出す様

これから山菜とりのシーズンに入りま| に屋外へ。

0 すが、熊に出合うおそれもありますので、 O 一一電源スイッチには手を触れないでく

十分気をつけましょう 。 ださい。
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[自自b定肌患す)主

主 よ危隊撤毒素ま愛着試合験v

危険物取扱者の資格取得試験が次のと

おり実施されます。

0試験 日 6月17日(日)

0試験場所魚津工業高校など

0受付期間 5月7日(月)- 5月17日(柑

種別

上 級

中 級

初 級

警察官 A

" B 

婦人警察官

せ injormation 

受付期間 第一次会試場験) 
(期日、

職 種

5月25日-6月14日 7月15日(日) 富山商業高校 行政、 土木、 農業

8月18日-9月7日 10月7日(日) 富山中部高校 均支 事 務

8月18日-9月7日 10月7日(日) 富山中部高校
一般事務、学校事務
事年察事務

6月15日-7月5日 7月29日(日)富山高校 警察官(大学卒)

9月1日-9月21日 10月14日(日)呉羽高校 警察官(大学卒除く)

9月1日-9月21日 10月14日(日)呉羽高校 婦人警察官

0試験種目 甲種 ・乙種 4類 ・丙種
0問合せ先 富山県人事委員会事務局 任用課

※今年から乙種4類 ・丙種の試験を魚津

工業高校試験会場で受験できます。

干930富山市舟橋北町4-19 

ft0764-41-6166内線308

.:'、・e・、'-""‘ ・・担.， ~~. . ， ~，~' -，・・"-'-' ~~ '; ，:. .:'，f-・4・'ー
， 

‘ 

毛糸手編(初級)技術講習 :

1ι L 試

受験画審 受付期問

受験資格昭和38年 4月2日~昭和44年 I0期日平成 2年 6月4日(月)
験
験 4月1日生まれの者 -11月26日(月) (21回)

資
格 地

第
金3 

級
沢一

第
4 市
級

8/21 
6/ 1-

6/25 
ト一一一一一一ー
8/22 

8/23 

試験の程度 大学卒業程度

受付期間郵送 5月 1日-5月18日

(消印有効)

持参 5月10日-5月18日

試験日 第一次 7月7日仕)及び8日(日)

第二次 9月6日(村及び7日幽

0受験料 2，362円 | 試験地全国主要都市(北陸の場合は

0受験申請書提出先、問合せ先 | 金沢市)

干920金沢市尾山町 1-10 I 採用予定数 全国で約700名
日本無線協会 北陸支部 | 受験手続(申込用紙請求先)

宮0762-22 -7121又は、 | 金沢国税局人事第二課ft0762-31-2131

テレホンサービス0762-22 -2929 I 又は魚津税務署総務課ft24-1370番へ

午前9時30分~午後 3U寺

0場所黒部働く婦人の家

黒部市三日市2890

0定員 20名

0内容毛糸手編の基礎から、カーテ

ィガン ・セーターの作成

0申込み先 黒部市就業相談コーナー

宮 0765-54-1684

0申込み期限 5月23日附まで

0受講料無料 (ただし教材費は自己負

担)

0対象者修了後就業希望の人

実際紛"1uω ま;事~滋建議"滋;;靖載を 揮してω ま，;安~務義務織!情報義 人
性別 職種 年齢 賃金 地区 人員 資格等 性別 希望戦後 年齢 住所 希賃望金 免許 ・資格 前職 ・経験等 学歴

サ自動ー車ビ電ス装員品 19-30 
117.500同

魚.相木 5 高普卒通以免上許-192，500 
建築設計 魚.天神新

万円
一大型級建免許築士 建建築築大設工計1100年年 高校44 25 

ダクト工 18-45 1~0020，000，0 000 黒. 岡 3 不 問 11 43 黒.三日市 30 千工築千通士管理免、目二伎下級士. 一土級木住地 2年替0担械年及、建現場築d監IHj管'*所2 11 

男 ガス充てん工 25-61 1534 ，O00 -243，000 魚.本新 2 
11 男 板金工 18 魚.本町 15 普通免許 板金工半年 中学

運転手 23-50 149，000 黒.三日市 2 普通二種免許 電技術職気 22 魚.平伝寺 15 11 
電子回路、組立

高校
2年、電気工事l年

営業員 18-35 1205，O00， 0 魚.吉島 5 普高卒通以免上許-250.000 
電技気術電職子 28 魚.青島 15 普無通線免技許術

有線通信保全 4年
短大

7イコン応用検査3年

1678 ，500 介護職員 18-45 -180，000 魚.大光寺 2 不 問 事務員 27 魚.並木町 10 普珠通算免3許級
営業事務6年

高校電子部品倹王監l年

i調理員 25-40 102，500 魚.双葉町 1 調理師免許 11 27 魚.吉野 10 11 事務、出荷7年 短大

女
エスア 18-35 1256，050，0 00 魚.釈迦堂 2 不 払守
アインヤノ -165.000 女 11 40 魚.新角川 10 普簿免記、l珠級算2級 事務 21年 高校

機械工 18-45 1075，O50， 0 -150.000 魚.横枕 4 
11 販売買 22 魚.木下新 12 販売 3年 11 

家組電立製工品 18-45 100.000 魚.友道 3 11 
-120，000 製造工 21 魚.新角川 11 普通免許 販レ 売ジ 係買22年年 中学

※詳しくは、魚津公共職業安定所(宮24一0365)へお問合わせください。求人テレホン・サービス 宮24ー8841 男子(月~木)、女子(金~日)



(18) 広報うあ、づ平成 2年 5月

人

が

好

き

、

街

が

好

き

本
が
好
き
・
・
・
・
・
・
②

新
し
い
本
か
ら

〈
一

般

〉

人
間
関
係
を
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド

塩

田

丸

男

す
べ
て
歌
に
ニ
め
て

石

井

好

子

坂
本
龍
馬

邦

光

史

郎

春
日
野
清
隆
と
昭
和
大
相
撲
川

端

要

寿

家
族
と
い
う
名
の
幻
想

秋
山
さ
と
子

妻
た
ち
の
定
年
宣
言

古

屋

和

雄

知
っ
て
ト
ク
す
る
働〉
家
事
知
恵
袋

田

伏

中

子

指
導
力
組
織
力
が
つ
く

山

本

七

平

〈
文
学

・
小
説
〉

夢
の
よ
う
に
日
は
過
ぎ
て田
辺

聖
子

き
ま
ぐ
れ
遊
歩
道

星

新

一

日
本
人
ご
っ
ニ

吉
岡

忍

と
は
ず
が
た
り

富
岡
多
恵
子

別
れ
、
の
ち
晴
れ

赤

川

次

郎

犬
の
い
る
窓

平

岩

弓

枝

ト
ッ
プ
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
物
語

祐
輝介

深
田

真
夏
の
犬

宮
本

ザ
ッ
ツ
・
コ
モ
ン
セ
ン
ス青
木

雨

彦

ろ
ま
ね
す
く

出

口

裕

弘

香
り
の
記
憶

新

潮

社

編

ア
ド
・
パ

l
ド

椎

名

誠

陰
の
絵
図
上
・
下

新

宮

正

春

一
枚
の
写
真

曽

野

綾

子

紳

丹

羽

文

雄

幽
霊
の
血

高

木

彬

光

自
分
の
磨
く
女
の
心
わ
ざ近

藤

富

枝

東
京
お
時

阿

万

田

高

閣

の

カ

ル

テ

ッ

ト

小

池
真
理
子

陽
炎
の
国

森

詠

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5
月
の
日
曜
開
館

会
5
月
日
日
(
第

2
日
曜
)
}
l
l

V

担
守
町
錦
司

占

H5
月
幻
自
(
第

4
日
曜
)
」

l

l

翌
日
(
月
曜
日
)
は
休
館

み
ん
な
い
川…っ
し
ょ
に

、

st回畑一の
お
一必
ら
せ

1
日

(
火
)
え
い
が

ハ
チ
公
物
語
他

8
日

(
火
)

こ
う
さ
く

手
品
あ
そ
び

日
日
(
火
)

え
い
が

メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
物
語

辺
日

(
火
)

こ
う
さ
く

パ
タ
パ
タ
恐
竜

m
日

(火
)

こ
う
さ
く

紙
で
つ
く
る
野
菜

食

と

き

4
時
i

4
時
初
分

食
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

食

対

象

幼

児

i
小
学
生

(材
料

・
お
金
は
い
り
ま
せ
ん
)

この感動

大きくなっても

忘れない

な
と

き

5
月
9
日
(
水
)

午
後
1
時
初
分

i
4
時

会
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

大

講

師

脇

坂

正

夢

先

生

(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
編
集
長
)

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

く3r-。.ヲF

」ー

児ば
童と
合セ
24 ン
4タ
4 。
2 

ー

5
月
の
行
事
|

。
子
供
の
日
の
つ
ど
い5
日
(土

)
3
じ

。
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

日
日
附
l
U
H
回

※
費
用
問
円
を
添
え
て
6
日
ま
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

。
プ
ラ
パ
ン
げ
日
附

-
m日
附

。
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
幻
日
制

※
新
し
く
ク
ラ
ブ
に
は
い
り
た
い

人
は
、
四
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

女
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
グ

〈休
館
日
〉
毎
週
月
曜
日

・
国
民
の

祝
日

(
5
月
5
日
を
除
く
)

街
頭
献
血
に
ご
協
力
を

O
日
時

5
月
日
日
(
土
)

午
前
叩
時
1
午
後
3
時
半

O
場
所
魚
津
市
サ

ン
プ
ラ
ザ
前

編

集

後

記

小
生
広
報
一
年
生
。
今
月
の
表
紙

何
に
し
よ
う
か
大
変
迷
い
ま
し
た
。

ち
ょ

っ
と
イ
メ
ー
ジ
が
古
く
、
年

が
わ
か
り
ま
す
が
、
5
月
と
言
え
ば
、

子
供
の
日
、
五
月
晴
れ
、
屋
根
よ
り

高
い
こ
い
の
ぼ
り
を
思
い
浮
か
べ

、

月
並
の
選
択
と
し
ま
し
た
。
本
音
を

言
え
ば
、
何
か
新
'
し
い
シ
リ
ー
ズ
も

の
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
ノ

H

あ
な
た
と
市
政
を
む
す
ぶ
広
報
。

ホ
ッ
ト
な
ご
意
見

・
情
報
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

(T
)

何
と
か
広
報
の
編
集
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
新
し
い
ス
タ

ッ

フ
で
の

H

第
1
号
。
で
す
。
2
0
0

0
年
国
体
に
つ
い
て
載
せ
て
み
ま
し

た
が
ど
う
で
し
た
か
?

心
配
な
事
ば
か
り
で
す
が
、
と
り

あ
え
ず
は
、
大
好
き
な
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
か
ら
に
し
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

人 (前月対比)

人口(男)23. 868 (-22 ) 

(女)25. 914 ( -24 ) 

計約.782 (-46) 

世帯数 14.024世帯

( 4月1日現在)

編集/企画広報室


